
PCR検査の結果、
陰性となった

PCR検査の結果、
陽性となった

上記Ⓒへ

 

            助⾔教員に連絡       助⾔教員に連絡

PCR検査の結果、同居者が
陽性となった。

上記Ⓕへ

 

上記Ⓒへ・陰性であっても、検査結果を
必ず各キャンパスの学⽣係また
は助⾔教員に連絡してくださ
い。
・⼊構を開始する時期について
は、保健所の指⽰に従ってくだ
さい。

学   ⽣   本   ⼈   の   場   合

・各キャンパスの学⽣係または
助⾔教員に連絡してください。
・保健所等から指⽰のあった期
間は出席停⽌とします。（⼤学
より出席停⽌通知書を郵送しま
す。）
・治癒後、各キャンパスの学⽣
係に連絡してください。

・陰性であっても、検査結果
を必ず各キャンパスの学⽣係
または助⾔教員に連絡してく
ださい。
・感染者と最後に接触した⽇
の翌⽇から14⽇間は出席停⽌
とします。（⼤学より出席停
⽌通知書を郵送します。）
・健康管理を⾏い、体調に変
化があった場合は医療機関や
保健所に相談してください。
（各キャンパスの学⽣係にも
連絡してください。）

医療機関等を受診しない医療機関等を受診した

・⼤学構内へは⼊構できません。
・各キャンパスの学⽣係または助⾔教員に連絡してくださ
い。

Ⓑ学⽣⾃⾝が保健所等から濃厚接触者と特定された。 Ⓒ学⽣⾃⾝が感染した。

 

        （→助⾔教員に連絡→学⽣係に連絡）

Ⓐ学⽣⾃⾝に⾵邪の症状（発熱・咳・喉の痛み等）や味覚・嗅覚障害がある

・医療機関や保健所に相談し、指⽰を仰いでください。
・経過観察（検温・症状の記録）を⾏ってください。
・⼤学構内への⼊構は⾃粛してください。

⼤学への⼊構可能

Ⓓ同居者に⾵邪の症状（発熱・咳・喉の痛み等）
や味覚・嗅覚障害がある

・⼤学構内への⼊構は⾃粛してください。
・学⽣⾃⾝の健康観察（検温・症状の記録）を⾏っ
てください。

学⽣⾃⾝の体調に
変化があった。

上記Ⓐへ

助⾔教員に
連絡

新型コロナウイルス感染症が疑われる場合・感染した場合の⾏動判断フロー（⼤学⼊構の可否基準）

Ⓔ同居者が保健所等から濃厚接触者と特定された

家族等の同居者の場合（友⼈関係の接触者・学⽣寮⽣を含む）

同居者のPCR検査の結果が判明するまで、⼤学構内へは⼊構で
きません。

⼊構を開始する時期について
は、保健所の指⽰に従ってく
ださい。

⼤学への⼊構可能

・学⽣⾃⾝の体調に変化が
ない。（健康である。）
・対応⽬安：同居者の⾵邪
症状が3⽇以内に解消し、
薬等を内服していない状態
で症状が消失してから平熱
で48時間以上が経過した。

学⽣⾃⾝が保健所等から濃厚
接触者と特定された

上記Ⓑへ
PCR検査の結果、同居者が

陰性となった。

対応⽬安：⾵邪症状が3⽇
以内に解消し、薬等を内服
していない状態で、症状が
消失してから平熱で48時間
以上が経過した。

PCR検査の結果、
陰性となった

PCR検査の結果、
陽性となった

PCR検査を
受けなかった

PCR検査を
受けた

Ⓕ同居者が感染した


